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ロックロスの原因の割合 1

8月のIOガーディアンのロックロス66個を
原因ごとに分類

・PEMセンサ波形の
peak to peakや平均値を利用
・ボーダーを超えたPEMにフラグを立てる
・PEM以外はまだUnknown

・PEMも時系列波形しか見れていない

作り方を説明します



ボーダーの決定 2

ROOTによるヒストグラムを利用

ガウス関数でフィット

ボーダーの値の目安
mean + 5× 𝜎



ボーダーの決定 3

Mean = 0.059

Sigma = 0.0083

Mean = 1.2

Sigma = 0.21

Mean =  2.2× 10−7

Sigma = 1.4× 10−7
Mean = 0.10

Sigma = 0.039

左右対称じゃないので
フィットしづらい

ボーダー：0.2 ボーダー：10.0 ボーダー：8.0× 10−7 ボーダー：0.3



原因ごとに分類 4

この原因は可能性にすぎないので
分類されたあとは実際にチャンネルを見に行く
そのためのGPSが出力される

加速度計のボーダーが
正しくなかったようで、
ACCの割合が多くなってしまった



FPMIのロックロス 5

BSに置かれたセンサしか見ていない



今後の予定 6

・分類の精度を高める
・Unknownの割合を減らす
・時系列波形以外も見る
・グリッチなどの見つけ方を考える
・制御信号などによる原因も組み込む



Appendix 7


